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日時：2024 年 12 月 1 日（日）17:00～19:00 

実施方法：オンライン会議 

 

日本パーソナリティ心理学会第 160 回常任理事会議事録 

 

出席：尾見康博理事長，松田英子副理事長，小塩真司，森 津太子，田中麻未， 

外山美樹，武田美亜，川本哲也，中村 真 

 

報告事項 

I. 理事長挨拶 

 

II. 各種委員会報告 

１．機関誌編集委員会（小塩委員長） 

 

(1)機関誌掲載情報 

第 33 巻 2 号 2024 年 11 月発行予定（2024 年 8 月末までに採択された論文） 

原著 4 編，ショート 6 編 

 

 

第 33 巻 3 号 2025 年 3 月発行予定（2024 年 12 月末までに採択された論文） 

原著 3 編，ショート 9 編（うち事前登録研究，事前登録追試研究各 1 編） 

※以下の資料作成後、ショート 2 編が追加になったとの報告があった。 

 

 

(2)編集状況 

2024 年 11 月現在の投稿状況は，以下の図表に記載の通りである旨の報告があった。 



2 

 

  

 

2  経常的研究交流委員会（森委員長） 

(1)第 33 回大会の企画について 

以下の通り，開催を終えた旨の報告があった。 

・企画シンポジウム 10 月 5 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

『ソーシャルメディア時代 －パーソナリティ研究から何が言えるか－』 

＜話題提供＞ 

太幡直也先生（愛知学院大学）， 鈴木千晴先生（立命館大学）， 

黒川雅幸先生（愛知教育大学） 

＜指定討論＞ 

中山満子先生（奈良女子大学） 

・MPP 企画 10 月 6 日（日）11 時 30 分～12 時 30 分 

『これくらいでいいんじゃない？ －心理学の授業の進め方－』 

 (2)大会外企画 

  2025 年 3 月に実施予定で，現在検討中との報告があった。 

 

(3) Summer School of Personality Science 2024（SSPS2024）への派遣 

 以下の通り，派遣報告と今後の募集予定について説明があった。 

主催：European Association of Personality Psychology（EAPP） 

会期：2024 年 7 月 29 日〜8 月 4 日 会場：ベルリン（ドイツ） 

費用：参加費は無料，サマースクール中の滞在場所と食事（朝・昼）は無料で提供。金

銭的補助として、日本パーソナリティ心理学会から 5 万円を支給（振込済）。 

※報告書を「パーソナリティ研究」に掲載予定，今後も隔年で参加者を募集。 

 

 (4)国際学会に関するアンケートへの回答について（日心連からの依頼） 

別紙依頼について経常的研究交流委員会において検討した回答案が示され，審議の結果

同案が承認された。 
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3 広報委員会（川本委員長） 

(1)定例の活動（2024/7/13から 2024/11/26 まで） 

ウェブサイトの更新（2 回），メールニュースの配信（24 回），ML 上での業務調整などの活動

内容が報告された。 

 

(2)今後の活動予定（継続を含む） 

ウェブサイトの更新，メールニュースの配信（随時）, 委員分担コンテンツの更新，2025年度

からの新規委員のリクルートを行っていくことが報告された。 

 

 4 褒賞関連事項（外山褒賞担当常任理事） 

 (1)学会賞受賞者への賞金振り込みについて 

 詫摩武俊賞（優秀論文賞）受賞者（第 1 著者），奨励論文賞受賞者（第 1 著者）に副賞と

して賞金を振り込んだ旨の報告があった。 

 

 (2)第 33 回大会を終えての意見交換 

 第 33 回大会では，優秀大会発表賞候補者の発表時間・投票時間を 2 時間としたが，拡大

する必要があるのではないかとの意見が寄せられた。次回以降については，大会主催校との

相談で決めることを申し合わせた。また，同賞の第 2 次選考の開票方法について確認が行わ

れた。さらに，同賞に大学院生、大学生を対象とする「若手優秀大会発表賞」を設けてはど

うかとの意見があり，褒賞担当常任理事のほうで継続検討することを申し合わせた。 

 

Ⅲ 日本心理学諸学会連合（尾見理事長） 

 12 月 22 日に次回の社員総会がある旨の報告があった。 

 

Ⅳ 第 33 回大会の報告（外山準備委員長） 

参加人数が計 327 名（正規参加者 310 名＋名誉会員 2 名＋非会員の登壇者 10 名＋その他

5 名），ポスター発表 3 件が取り消された（J-Stage に公開される論文集からは抄録を削除す

る）との報告があった。併せて，別紙に基づき，大会の収支報告があった。 

また，別紙に基づき，次年度以降の大会企画に関するアンケート結果の報告があった。 

 第 33 回大会で『日本パーソナリティ心理学会 20 年史』の残部を配布したところ，32 冊

を会員の方がお持ちいただいたとの報告があった。在庫 93 冊の取り扱いについて審議した

結果，一部を第 34 回大会に申し送り，残りを溶解処理することを申し合わせた。 

 

審議事項 

 

Ⅰ 心理学検定局運営委員の任期満了に伴う後任者の推薦について（追認事項） 

田中事務局長より，日本心理学諸学会連合から心理学検定の「運営委員」の推薦依頼があ

り，尾見理事長からの推薦により，武田美亜先生に打診し，承諾を得られたため推薦の手続

きを行った旨の報告があり，これを追認した（常任理事会 ML にて承認済み）。 
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なお，任命にあたっては，日心連側の事情（科目バランス，ジェンダーバランス，世代バ

ランス，継続委員と新規委員のバランスなど）で任命されないこともあるとの補足説明があ

った。 

 

Ⅱ 国立大学教育研究評価委員会等専門委員の候補者の推薦について（追認事項） 

田中事務局長より，国立大学評価室から国立大学教育研究評価及び大学機関別認証評価

の実施にあたり実際に評価を担当いただく標記専門委員の候補者の推薦依頼があったこと，

尾見理事長から松田英子先生（副理事長）が推薦され，常任理事会 ML 審議の結果，これを

承認し，松田先生から承諾を得られたため推薦の手続きを行った旨の報告があり，あらため

てこれを追認した。 

 

Ⅲ 第 33 回大会の優秀大会発表賞について 

外山褒賞担当常任理事より，第 2 次選考の結果報告があり，審議の結果，以下の 2 件を優

秀大会発表賞とすることを承認した。今後，受賞者に受賞と次年度大会懇親会招待の連絡を

し，その後メールニュースで会員に報告することを申し合わせた。 

 

・山形伸二・高橋雄介「知的謙虚さと経済的成功の関連は正か負か」 

・澤田和輝・鈴木美樹江・高橋雄介「小中学生における日々の家族関係の軌跡は Big Five と

どのように関連するか－1 人 1 台端末を活用した強縦断データに基づく検討－」 

 

Ⅳ 第 34 回大会に向けた準備状況について 

 第 34 回大会の主催校を信州大学とすることを確認し，大会 1 号通信の内容および発送方 

法について大会準備委員会と常任理事会で共有しながら準備を進めることを申し合わせた。 

 

Ⅴ 「パーソナリティ研究」投稿規程，編集規程，投稿者用チェックリストの改訂について 

 小塩機関誌編集委員長より，別紙に基づき改訂案について説明があり，審議の結果，承認 

された。今後、会員への公開と運用開始に向けて準備を進めることを申し合わせた。 

 

Ⅵ 財務関連事項（武田財務担当常任理事） 

 武田財務担当常任理事より，2025 年度予算案作成にあたり，基本的には前年度を踏襲す 

ることをベースに進めるが，各種委員会において 2024 年度から大きな変更希望があれば， 

1 月末を目処にお知らせいただきたい旨の提案があり，これを承認した。 

 

Ⅶ 会員の入退会に関する件（田中事務局長） 

 田中事務局長より，別紙資料に基づき，入会希望者 21 名（うち，18 名は ML 審議にて承

認済み），退会者 1 名が示され，審議の結果，承認された。併せて，宛先不明者について報

告があった。 

 以上の承認を受けて，2024 年 11 月 25 日現在，会員総数は 929 名である（今回，新規に

入会が承認された 3 名は含まれない）。内訳は，一般会員 849 名，院生会員 62 名，学生会

員 4 名，名誉会員 10 名，賛助会員 4 名である。 
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Ⅷ 次回常任理事会の日程について 

 実施方法：対面開催 

日時：2025 年 3 月 1 日（土）14 :00～16:00 

場所：検討中 

 

以上 


